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9月 定例会 (1)

開 催 日 時      令和 2年 9月 3日 (木) 14時 00分

開 催 場 所      県庁行政棟「教育委員会室」

1開 :  会

2 前回議事録の承認

3報   告

(1)令和 3年度公立小。中学校管理職員選考第一次試験の結果について

(2)令和 3年度県立学校校長・副校長・教頭選考試験の実施にういて

(3)障害のある子どもの教育の在り方に関する検討委員会第 5回会議について

(4)令和 2年度「しまの『ミライ』応援事業」の実施につぃて   ′

(5)県庁舎跡地における埋蔵文化財調査にっいて     '

(6)令和2年度第 1回長崎県享長崎図書館協議会の会議結果について

(義務教育課)

(高校教育課)

(特別支援教育課)

(生涯学習課)

(学芸文化課 )

(長崎図書館 )



件  名 令和 3年度公立小 i中学校管理職員選考第一次試験の結果について

要
令和 3年度公立小 。中学校管理職員濃考第下次試験を、令和 2年

8月 1日 (土)に長崎県教育センターで実施した。

1 選考方法

長
頭
校
教

:論文・勤務実績
:筆記試験・論文・勤務実績

2 受験状況及び結果 (単位 :人 )

( )は 女性の数で内数

3 過去のT次試験の受験状況 (3年間) (単位 :人 )

(  )は 、女性の数で内数

4 今後の日程

区  分 校  長 教  頭 計

出 :願 者 275(22) 28Ь (35) 560(57)

欠 席 者 1 ( 0) 2( ・0) 3 ( 0)

受 験 者 274(22) 283(35) 557(57)
二次合格者 122(14) 161(22) 2831(36)

登載予定者 97 138 230

年度

校  長 教  頭 計

受験者 一次合格者 受験者 ∵次合格者 受験者 一次合格者

30 281 104( 7) 350 140(20) 631 244(27)

31 273 87( 7) 294 92(13) 567 179(20)

2 288 104( 7) 290 112(16) 578 216(23)

種  別 時  期 内  容 実施場所

次試験 10月 1日 ～ 面  接 本  庁

報 告 事 項 (1)
義 務 教 育 課
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報 告 事 項 (2)
高 校 育 課

件  名 令和 3年度県立学校校長・副被長・教頭選考試験の実施について

概  要
1 出願資格 (令和 3年 3月 31日現在)
○ 校長・副校長 :教頭又はこれに準ずる職に3年以上の経験を有する者
O 教頭    :教 職員として 10年以上の経験を有し、年齢が43歳以上の者

2 令和 3年度出願状況
( 内

(参考)過去の出願状況
は女性の で

3 選考試験の内容口実施期日等
【校長・副校長】            |
〇 下次試験 :ヨ課題論文 (9月 18白 までに高校教育課に提出)
○ 二次試験 :面接 (12月 16日・ 17日 11母 日)

【教頭】 !

○ 一次試験 :課題論文 (9月 ■8日 までに高校教育課に提出)
○ 二次試験 :面接 (12月 21日 ,22日 '23日 ・ 24日 )

教 頭 計区 分 校 長・副校長

63(11) 96(13)出 願 者 33(2)

教 頭 計年度 校 長・副校長

63(3) 108(10)令和2年度 45(2)

54(2) 100 (7)46(5)

49(3) 8 7   (5)

平成 31年度

平成 30年度 38 (2)
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報 告 事 項 (3)
特別支援教育課

障害のある子どもの教育の在り方に関する検討委員会第5回会議について件  名

1 開催日 令和 2年 8月 19日 (水 )
2 会議内容
協議「関連する諸課題への対応について」

○委員からの主な意見等

(1)学校外の人材や関係機関等との効果的な連携及び地域におけるネットワ

ークづくりについて

①医師、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等の外部専門家の活用

・諫早特別支援学校の場合、PT(理学療法士)、 OT(作業療法士)、 ST
(言語聴覚士)、 歯科医等、9名 の外部専門家を活用している。一人

児童生徒の授業を見ていたでき、教師の手立て等について助言を受け

おり、全職員の研修会で共有するようにしている。すべての児童生徒

対して外部専門家から助言を受けることは、予算的にも時間的にもでき

ないので、どの児童生徒をどの専門家にみてもらうか、事前に協議を

て専門家を決定している。外部専門家の助言は非常に有効であり、今

も各学校において、児童生徒の実態や■―ズに応じた外部専門家の選

と外部専門家から得られた助言を学校全体で共有する体制作りや効果

な研修の実施が必要である。また、外部専門家から得られた助言を

的見地から解釈し、児童生徒の指導 。支援に有効に活用する特別

育に携わる教員としての専門性の向上が必要である。

。外部専門家活用は、学校現場において有用な取組であり、回数につい

は、ある程度の頻度が必要であると思う。各校への派遣頻度を増やすこ

とを検討してほしい。

②録護者支援の推進及び教育と地域、福祉、保健等との連携

・親同士が顔を合わせる機会が減つてきており、保護者同士が親の会で相

に助け合うという風土が薄れてきている。保護者が孤立しないように、

成会等の活動や保護者支援に係る情報を学校から保護者今周知してい

だくことが必要であるЬ
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③教育と労働との連携

・就職後、定着できている要因や離職に至った原因を把握して、学校で

進路指導に生かすことが大事である。雇用主は生徒の障害の状態や

を理解して採用することが重要であるし、就業体験や長期間の実習など、

企業に対して理解を得られるよう(協力を求めていくことが必要である。

また、生徒の障害や特性を知つでいる人が周りに多くいる特別支援

は安心して働ける場であり、特別支援学校が職場としての見本を示すと、

他の企業等の参考になり、啓発につながる。

(2)障害のある児童生徒への生涯学習支援、活躍の場の拡大

・特別支援学校の生徒のスポーン大会への参加や、文化・芸術活動の発

の機会など、在学中の活躍の場は広がりを見せているが、特別

卒業後の生涯学習ということを観点とした取組はまだ少ない。障害の

る児童生徒の実態は様々であり、取組を計画するのは難しくはあるが、

特別支援学校が核となり、関係部署や関係団体等と連携を図りながら、

周知を含め組織的・計画的に行つていく必要があると

(3)社会に開かれた特別支援教育を推進するための積極的な情報発信につし
て

。障害のある子どもと障害のない子どもが一緒に学ぶ交流及び共同学習

今後も推進し、早期からの共生社会の基盤づくりに努めるとともに、

学校における特別支援教育の実践や成果等を積極的に情報発信しな

ら、社会に開かれた特別支援教育の ・層の推進に努める必要がある。
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件  名 令和 2年度「しま『ミライ』応援事業」の実施について

概  要 1 目 的
離島に住む小学生を対象に、地域活性の講話や企業等見学、体験活動、

参加者同士の意見交換等を通して、「しま」の魅力や課題について考え、

理解させることで、ふるさと長崎県を担つていく意欲を高め、離島地域

のリーダー育成につなげる。      ′      !

2対 象
対馬市、壱岐市、工島市、小値賀町、新上工島町に住む小学 5、 6年

生40名程度 (当初)
※新型コ遺ナウイルス感染症予防の観点から、定員を半減 (20名程

度)して募集

3 令和 2年度実施概要
(1)実施時期 令和 2年 8月 18日 (火)～ 20日 (木)の 2泊 3日
(2)参力日児童数 13名

合計 ′Jヽ 5 ′Jヽ 6

男子 1女子 男子 1女子
封馬市

壱岐市

五島市

小値賀町

新上五島町

5

4

4

0

0

2

3

1

1 2

1

1 2

合 計 13 2 4 3 4

(3)主な活動場所 (内容)
8/18(火 )・ )|1棚町中央公民館 (講話・体験活動)i

ィ(株)九州テン佐世録工場 (講話・企業見学)
8/19(水 )・ 松浦市役所 (講話)

・ (株)カラフルファエム (講話・企業見学)
・佐世保工業高等専門学校 (ロ ボコン部見学・体験活動)

8/20(木 )。 九十九島水族館海きらら (講話 。施設見学)

※18019日 ともに宿泊場所の佐世保青少年の天地にて、しまの「ミ
ライ ス カ シ ン

報 告 事 項 (4)
生涯学習 課
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行程表

8月 18日 (火) 3月 19日 (水) 8月 20日 (本)

・各港 (厳原・芦辺・福江港)
を出発

↓

・各港 (長崎・博多港)着

◆青少年の天地

O朝食
O出発 8:30

◆青少年の天地

○朝食

〇出発 8:30

↓ノヾスで移動 ↓バスで移動

↓′ヾスで移動
◆松浦市役所   930

○請話 市担当者
「アジフライの聖地松浦」

10:30

◆九十九島水族館海きらら
9:OO

O請話 海さらら館長
「海と森を通して地域に

関わる」

○見学 (イルカショ‐)

□昼食 11:30

O別れの会   1215

・博多・長崎港へ出発
1 3iOO

◆川棚町中央公民館 1l oo

O出会いの会
O請話 藤田 直子氏
(みんなでワハハ代表)

「地域と共に、楽しみながら」

回昼食     1200

0体験活動
ブルーライ ト製作
(自閉症啓発への取組)

14:30

↓バスで移動

◆カラフルフアーム 1l oo

(楽しく魅力ある震業を
様々な世代に伝える企業)

○担当者請話

O企業見学

□昼食     12i00

↓バスで移動 ↓アヾスで移動 ↓バスで移動

◆九州テン    1630
(ドライブレコーダーなど

の無線・通信機器を製造す

る企業)

○請話 担当者の講話
「地域とともにある企業」

○工場見学   1645

1 3iOO◆松浦市内見学

○見学・活動

O五島チーム
・長崎港発

↓

・福江港着 16:15

○対馬・壱岐チーム

・博多港発

↓       
′

・芦辺港着  16も5
・厳原港着  191o

↓バスで移動

◆佐世保工業高等専門学校
14:30

0ロボコン部見学

O担当の先1生の話
O高専生からのメッセージ

16:30

↓バスで移動

◆青少年の天地  1715

0入所式

○オリエンテーション

O夕食・入浴
O研修 意見交換会①
「自台の『しま』の魅力と
課題を者える」

↓′ヾスで移動

◆青少年の天地  1715
0夕食・入浴
O研修 意見交換会②
「しまの『ミライ』を者え
る」
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しまの「ミライ」応援事業 活動の様子 令不日2年 8月 18日 (火)～ 20日 (木 )
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件  名 県庁舎跡地における埋蔵文化財調査について

概  要 県庁舎跡地の埋蔵文化財調査については、本年 5月 19日 から県庁舎跡地敷地岸
側の石垣調査に着手し、8月 21日 まで行つたと
石垣調査結果の概要については、別冊資料のとおりであると8月 24日 からは、防
接の町屋部分の遺跡調査に着手している。

1 石垣調査結果の概要 (別冊資料 1のとおり)
・地中に埋蔵している石垣のうち、長さ約 60m、 高さ約 6～ 7五が現れる。

・近世から現代までの陶磁器、レンガ片、花十字文瓦の破片などの遺物が、
′
 4代 目県庁舎建設の際の盛り上の中から出土。

2 調査期間及びスケジュTル        |
○令和 2年 5月 19日 から令和 2年 10月 30日 (予 定)
・ 5月 19日 ～6月 26日  準備I
・ 6月 29日 ～8月 21日  石垣部分を調査
t8月 24日 ～10月 下旬 町屋部分の埋蔵文化財の有無等の調査予定

3 現地説明会

9月 12日 (土 ) 10:30～ 14:30

第 1回説明時間 11:00～ 11

第 2回説明時間 13:30～ 14

※雨天決行の予定

30

00

4 その他
ホーク、ページなどを通じて随時情報提供中

報 告 事 項 (5)
学芸文化課
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報 告 事 項 (6)
長 崎 書 館

件  名 令和 2年度第 1回長崎県立長崎図書館協議会の会議結果について

概  要
1 開催日
2場 所

3 出席者

令和 2年 8月 24日 (月 )

長崎県立長崎図書館 (ミ ライon図書館)

長崎県立長崎図書館協議会委員 9名

館長、副館長、各課長等

(1)Fォロ会

(2)委員長・副委員長選出       !
(3)協議等
・長崎図書館の運営状況について

。令和元年度事業報告について

。令和 2年度経営目標と主要事業について

。その他

4 会次第

5概 要
○委員の互選により松尾委員を委員長に、副島委員を副委員長に濃

○長崎図書館の運営状況について説明      ●
①令和元年度の事業報告

○令和 2年度の経営目標及び主要事業計画等の説明

○館内の新型コロナウイルス感染症対策の視察

<主な意見>

○新型コロナウイルス感染症紺策について

・県内市町立図書館との新型コロナウイルス感染症対策に関する

情報共有について

○障害者サービスにっいて

〇読書推進について

6 今後の予定等
〇令和 3年 2月 に第 2回会議を開催予定           〔

※参考

図書館協議会 (根拠法令 :図書館法第 14条 )

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書

館奉仕につき、館長に封して意見を述べる機関
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